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地域住民等認知症について正しく理解できている。
認知症になっても、住み慣れた地域で暮らし続けられるよう、認知症サポ-タ-養成講座の開催やキャラバンメイト
育成支援します。また、地域の徘徊高齢者者支援ネットワ－ク、さがしてネットの事務局を担い、合同模擬訓練を
はじめ地域の方々の認知症高齢者への理解を広げ、地域住民による共助の取り組みを支援します。。

新しく着任される区地区担当職員等が地域エアプラザの機能、役割、現状の取り組みについて理解が深まる。
必要な情報を共有し、課題解決に向けて効果的な役割分担の下取り組みます。これまで通り、地域の様々な活動
等に積極的に参加して、区担当職員等とも情報共有するとともに、区担当職員より依頼があったケアプラザ主催
で開催している地区の担当者の情報共有の場（会議）の開催回数を今年度は増やします。

新型コロナ感染症の拡大により地域の活動は休止状態が継続された。休止の長期化により活動の縮小のみ成らず、再開が難しく
なっている活動団体もある。これまでの地域活動で、活躍されていた高齢者が、要支援、要介護状態となってケアプラザでお顔を合わ
せるようになり長期化するコロナ禍の影響に不安を感じます。これまで地域、高齢者支援は、地域住民同士の支え合い、閉じこもるこ
となく交流の大切さを基本としておりましたが、コロナ禍、それが揺らぎ、地域支援の方向性がみえなくなっている現実があります。こ
の地域の特徴である地域住民の認知症の理解を深める取り組み、認知症サポ－タ－養成講座やさがしてネット模擬訓練等のこれま
で積み重ねてきた取り組みが足踏み状態となっている。そのような中、地域では認知症の進行により、これまで問題なくできていた一
人暮らしが難しくなったり、支え合って生活していた高齢者世帯が二人ともが要介護状態になり介護者がいないケ－スが増加してい
る。虐待ケ－スも増加傾向にあり、課題解決に向けてケアプラザだけではその対応は難しく、区担当職員と連携して対応することが多
い１年であった。コロナ禍、支援が必要な高齢者を早く発見する取り組みは難しい現状であったが、相談があった高齢者へ必要な支
援が迅速に届けられるよう、総合相談窓口を輪番制とし、相談員が不在であるということなく、特に初回相談の迅速な対応に取り組む
ことができました。ウィズコロナ、新生活様式の中での高齢者支援の在り方、方法等を急ぎ検討の必要性を考えます。

□ 区からのコメント
昨年度に続き、コロナ禍で活動制限がある中でも、ケアプラザがチームとして一丸となり、これまでの地域アセスメントに加え、新たな
地域の課題、問題の発掘、ニーズ確認の為にアンケート等を行い、さらにアセスメントを行いながら丁寧に取り組んで頂きました。感染
予防対策に留意しながらの地域における拠点づくりとして場の提供、出張講座の開催等、地域ニーズに合わせた様々な活動支援に
貢献して頂きました。
一方で迅速な対応が求められる相談も多く、相談窓口の輪番制といった環境整備、区役所等、関係機関との役割分担を行う事で迅速
な支援を進めて頂きました。また、高齢者支援に限らず、地域の皆さんのニーズに即した事業展開をして頂きました。個別的な支援に
おいても多問題・多世代に渡った支援が必要と判断の際には高齢者支援の枠組みを超えた重層的な支援をして頂きました。
次年度以降も定期的な情報共有の場を用いて区役所、区社協等の関係機関と役割分担をしながら地域住民の力、関係機関といった
地域資源を活かした支援を行っていきたいと考えます。

令和３年度 新吉田地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価）

—総括表—
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の方向性
担当圏域の６５歳以上の高齢者は約6,800人（高齢化率23.8％）で、その73％にあたる約５,０００人が新吉田連合地区で、27％である
約１,８００人は新吉田あすなろ地区である。横浜市の高齢化率よりは低いものの区内で３番目の高齢化率の圏域である。新吉田あす
なろ地区は、高齢化率２６．５％で新吉田東２丁目（新吉田自治会やパークホ－ムズやイトーピア、フォルム綱島等のマンション群）の
高齢化率が近年、急速に増加している。連合町内会単位でみると、高齢化率、高齢者独居世帯割合はともに区内１である。一方新吉
田連合地区全体は高齢化率22.9％であるが、新吉田東８丁目15％～新吉田町30％と高齢化率に幅がある。各連合町内会での特性
があり、同じ連合町内会でも各町内会単位での特性があり、その特性を鑑みた、町内会単位での支援が必要と考える。コロナ禍、地
域住民による町の活動の推進が鈍化している。地域住民が安心して地区の活動ができるよう、感染への不安に寄り添い、適切な感染
予防対策を助言できることが大切と考えます。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

地域ケアプラザ機能を地域へ周知し理解されている。
様々な地域の活動や会議等積極的に参加して、また、地域の商店や医療機関等にチラシの掲示を依頼したりし
て、地域ケアプラザ機能を積極的に周知することにより支援が必要な方高齢者等が地域で孤立することなく早期
に発見するための担い手協力を依頼し、適切な支援が迅速に届けられる地域ネットワ－ク構築を推進します。

地域に潜在している課題をを把握して、課題解決に向けて支援が必要な方へ迅速に適正な支援が届けられる。
ケアプラザが地域の様々な活動会議等に積極的に参加して、その課題をを把握するとともに、地域の力を活用し
て支援が必要な方を早期に発見するネットワーク、その支援を地域で支えて下さる担い手の発掘します。地域で
支え合う、共助の取り組みの継続支援、新たな仕組みづくりを支援します。

総合相談窓口体制は輪番制とし、迅速な相談対応に努めます。
相談内容に応じた専門職種と連携を図り適正な支援に取り組むことで、地域からの信頼を重ねて参ります。。ま
た、個別の課題解決支援を積み重ね５職種間でその情報共有さらに介護保険事業との定期的な情報共有するこ
とで、潜在化した地域課題の抽出、その課題解決に向けた取り組みを一体的に行います。
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令和３年度新吉田地域ケアプラザ事業計画書・報告書（施設運営、介護保険事業）

総合相談窓口等ケアプラザ業務は、担当職員一人
一人の言動を含め、利用者や事業者等から不信を招
こことがないよう、公正・中立性を意識を高めた対応
をします。 ・介護予防ケアプラン作成委
託先の偏りがないよう努めます。
・ケアマネジャー選定支援の際には複数の事業所を
提示して選択肢があることを相談者にお伝えしたうえ
で、相談者が選定できるよう支援します。
・居宅介護支援では、利用者の選択に基づき、提供
される居宅サ－ビスが特定の事業所に偏りことなく、
適切なサ－ビスが多様な事業所から総合的に提供さ
れるように努めます。・部門別アンケ－トを年１回実
施して、その業務の公正・中立性を振り返る機会を持
ちます。

ハ－トぺ－ジによる情報提供等を活用して、相談員と
して公正・中立について意識を高め、その対応にあ
たった。 ア公正・中立性にかかる苦情等はな
く、アンケ－ト結果にも反映されました。

公正・中立性の確保について コンプライアンスへの対応について
（事故防止、個人情報保護等）

・委託業者による建物・設備の定期的な保守点検、
担当職員による日々の点検により、異常の早期発見
し、適切な修繕を実施します。安全・安心な施設利
用、サービス提供について、職員一人一人がその意
識を高めるため、定期的な会議や日々のミ－テイン
グ等でひやひはっと等の振り返りする時間を持ちま
す。
・ドライブレコ－ダ－の点数化機能を活用とした自己
点検等、安全運転意識の向上に努めます。
・所長は個人情報管理者を担い、法令、法人の個人
情報管理規定に基づいた、適切な個人情報管理に
関する取り組みを推進します。
・個人情報の取り扱いについて、職員一人一人が忙
しくても、その取扱いル－ルを守るということが、漏洩
防止にになるという意識を高めます。
・年に１回は個人情報の取り扱いに係る研修及び
チェックシ－トを使った振り返りを実施します。

研修による意識付けと、日々の会議等で事故防止、
個人情報保護等に関する振り返る機会、チェックシ－
トの実施により、職員一人一人の意識を高めること
で、個人情報漏洩事故は、発生せず経過しました。
安全運転管理者の指導の下、研修やチェックシ－ト
による振り返りを重ね事故防止に努めました。、

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

その方が持つ能力や思い等、その方の特性を踏まえ
た生活機能向上を目標としたケアマネジメントを実施
し、地域のインフォ－マルサ－ビス等多様なサ－ビス
の中からご自身で選択できるよう支援します。

管理者１名（社会福祉士）
主任介護支援専門員１名 保健師１名 社会福祉士
１名 介護支援専門員（非常勤） １名

居宅介護支援事業

・その方が可能な限り居宅において、その有する能
力に応じて、自立した日常生活を営むために必要な
居宅サービスが適切に利用できるよう、ケアプランを
作成するとともに、当該計画に基づいて適切な居宅
サービスの提供が確保できるよう、連絡調整します。
・地域ケアプラザの居宅介護支援事業所であることを
自覚し、丘の上倶楽部等でのリーダーシップを積極
的に担い、地域の質の高いケアマネジメントを目指
し、またその方が住む地域の社会資源開発に資する
取り組みをして参ります。

管理者１名(主任介護支援専門員)
介護支援専門員４名(うち主任介護支援専門員３名）

・法定代理受領サ－ビスである場合は、ご利用者負
担（利用料）はありません。
・通常のサ－ビス提供地域を越える地域に訪問・出
張する必要がある場合は、その旅費（実費）の負担を
お願いすることがあります。

・法定代理受領サ－ビスである場合は、ご利用者負
担（利用料）はありません。
・通常のサ－ビス提供地域を越える地域に訪問・出
張する必要がある場合は、その旅費（実費）の負担を
お願いすることがあります。

２０９件
（要支援1 ８３件 要支援２ １２５件 事業対象者 １
件）

１６０件（介護１３６件、予防２４件）
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３ 通所系サービス事業

通所介護
（介護予防・第１号・通所介護）

認知症対応型通所介護
（介護予防・通所介護）

地域密着型通所介護
（介護予防・通所介護）

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

契約
者数
等 【契約者数】 【契約者数】 【契約者数】

【延べ利用者数】 【延べ利用者数】 【延べ利用者数】



収入の部 （単位：円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D） 説明

19,084,010 19,084,010 18,690,654 393,356 横浜市より

0 36,580 △ 36,580

0 0 6,530 △ 6,530

0 6,530 △ 6,530 コピー代

0 0

0 0

0 0

19,084,010 0 19,084,010 18,733,764 350,246

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

13,382,062 0 13,382,062 8,735,061 4,647,001

6,300,000 6,300,000 5,131,723 1,168,277 給与本俸

1,300,000 1,300,000 918,990 381,010 健康保険料・厚生年金料・雇用保険料・労働保険料

3,300,000 3,300,000 2,369,019 930,981 期末手当・超過勤務手当・通勤手当

100,000 100,000 35,292 64,708 健康診断料

100,000 100,000 8,325 91,675 ハマふれんど

0 98,978 △ 98,978

2,282,062 2,282,062 172,734 2,109,328 医療福祉機構退職共済掛金額

843,400 0 843,400 1,273,018 △ 429,618

20,000 20,000 20,000 市内出張交通費

265,000 265,000 84,340 180,660 事務用品費・コピー用紙等

8,400 8,400 8,400 会議費

0 0 0

450,000 450,000 353,733 96,267 電話代・後納郵便代・フレッツ光回線利用料

0 0 0 0 0

自販機目的外使用料（横浜市への支出） 0 0

その他 0 0

0 0

0 0

120,000 120,000 90,214 29,786 施設賠償責任保険・指定管理者賠償責任

0 12,476 △ 12,476 研修用講師謝金、研修受講料

30,000 30,000 30,584 △ 584 月末支払い振込料・給与振込料

0 263,912 △ 263,912 玄関マット、AED、防火カーテン、プリンタリース
料

0 0

0 0

0 437,759 △ 437,759 広報費、委託費、車両費、保健衛生費等

1,382,083 0 1,382,083 264,710 1,117,373

42,000 42,000 42,000

1,340,083 1,340,083 264,710 1,075,373

0 0

3,002,465 0 3,002,465 3,352,183 △ 349,718

2,000,000 2,000,000 787,383 1,212,617 電気・水道・ガス代

400,000 400,000 201,219 198,781 清掃費（委託分）

0 0

602,465 0 602,465 321,390 281,075

空調衛生設備保守 100,000 100,000 83,270 16,730 空調設備保守点検

消防設備保守 80,000 80,000 69,321 10,679 消防設備保守料

電気設備保守 180,000 180,000 146,292 33,708 電気設備保守料

害虫駆除清掃保守 30,000 30,000 13,727 16,273 害虫駆除清掃保守料

駐車場設備保全費 0 0

その他保全費 212,465 212,465 8,780 203,685 レジオネラ水質検査、簡易専用水道検査料

0 0

0 2,042,191 △ 2,042,191 保守点検費（直営系館内清掃費）

474,000 474,000 80,644 393,356 電話線工事等修繕費

0 0 1,080,200 △ 1,080,200

0 0

0 1,050,200 △ 1,050,200

0 30,000 △ 30,000 指定管理料契約用

0 0

0 0

19,084,010 0 19,084,010 14,785,816 4,298,194

0 0 0 3,947,948 △ 3,947,948

0 0 0 36,580 △ 36,580 自主事業への参加費等

1,340,083 0 1,340,083 264,710 1,075,373 .

△ 1,340,083 0 △ 1,340,083 △ 228,130 △ 1,111,953

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

その他

本俸

通信費

手当計
健康診断費

事務費

収入合計

支出の部

科目

人件費

勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額

社会保険料

その他

手数料
地域協力費

職員等研修費

旅費

会議賄い費

使用料及び賃借料

備品購入費

印刷製本費

施設賠償責任保険
図書購入費

振込手数料

消耗品費

リース料

自主事業 収支

管理許可・目的外使用許可に関わる収入

管理許可・目的外使用許可に関わる収支
管理許可・目的外使用許可に関わる支出

その他
支出合計

自主事業費 支出

差引

自主事業費 収入

共益費

運営協議会経費
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）
その他

管理費

印刷代
自動販売機手数料
その他

令和３年度 「新吉田地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜地域活動交流＞

科目
指定管理料
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）
雑入

その他

印紙税
その他

修繕費

光熱水費
清掃費
機械警備費
設備保全費

公租公課
事業所税
消費税

その他

事業費



収入の部 （単位：円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

30,244,860 30,244,860 25,648,734 4,596,126 横浜市より
154,000 154,000 154,000 0 横浜市より

5,802,000 5,802,000 5,802,000 0 横浜市より
0 0

0 6,500 △ 6,500 事業参加費

0 0

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

36,200,860 0 36,200,860 31,611,234 4,589,626

629,055

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

32,682,368 0 32,682,368 29,614,429 3,067,939
22,282,368 22,282,368 15,230,364 7,052,004 給与本俸

4,300,000 4,300,000 3,773,653 526,347 健康保険料・厚生年金料・雇用保険料・労働保険

5,900,000 5,900,000 9,478,771 △ 3,578,771 期末手当・超過勤務手当・通勤手当

100,000 100,000 36,020 63,980 健康診断料

100,000 100,000 30,675 69,325 ハマふれんど

0 418,832 △ 418,832
0 646,114 △ 646,114 医療福祉機構退職共済掛金額

629,055 0 629,055 1,860,520 △ 1,231,465
15,000 15,000 28,072 △ 13,072 市内出張交通費

164,055 164,055 129,344 34,711 事務用品費・コピー用紙等

5,000 5,000 2,833 2,167 会議費

0 0
380,000 380,000 430,221 △ 50,221 電話代・後納郵便代・フレッツ光回線利用料

0 0 0 0 0
自販機目的外使用料（横浜市への支出） 0 0

その他 0 0
0 30,057 △ 30,057 事務用チェアー購入費

0 0
0 0
0 13,435 △ 13,435 研修用講師謝金、研修受講料

20,000 20,000 18,561 1,439 月末支払い振込手数料・給与振込手数料

45,000 45,000 569,824 △ 524,824 パソコン、プリンタ、ＡＥＤ、軽車両等リース料

0 0
0 0
0 638,173 △ 638,173 委託費、保守料、ホームページ作成費、保健衛生費等

1,978,694 0 1,978,694 536,691 1,442,003
630,000 630,000 252,000 378,000 予算：指定額

1,076,694 1,076,694 86,940 989,754
154,000 154,000 154,000 0
118,000 118,000 43,751 74,249 予算：指定額

0 0
784,743 0 784,743 907,557 △ 122,814
638,743 638,743 209,304 429,439 電気・水道・ガス代

75,000 75,000 53,486 21,514 清掃費

0 0
71,000 0 71,000 85,421 △ 14,421

空調衛生設備保守 22,000 22,000 22,133 △ 133 空調設備保守点検

消防設備保守 7,000 7,000 18,423 △ 11,423 消防設備保守料

電気設備保守 37,000 37,000 38,884 △ 1,884 電気設備保守料

害虫駆除清掃保守 5,000 5,000 3,648 1,352 害虫駆除清掃保守料

駐車場設備保全費 0 0
その他保全費 0 2,333 △ 2,333 レジオネラ水質検査、簡易専用水道検査料

0 0

0 559,346 △ 559,346 保守点検費（直営系館内清掃費）

126,000 126,000 21,436 104,564 予算：指定額

0 0 0 37,200 △ 37,200
0 0
0 0
0 30,000 △ 30,000 指定管理料契約用

0 7,200 △ 7,200 自動車税

0 0
36,200,860 0 36,200,860 32,977,833 3,223,027

0 0 0 △ 1,366,599 1,366,599

0 0 0 6,500 △ 6,500
1,348,694 0 1,348,694 284,691 1,064,003

△ 1,348,694 0 △ 1,348,694 △ 278,191 △ 1,070,503

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

指定管理料【生活支援】

令和３年度 「新吉田地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（特別会計）＜包括・介護予防・生活支援＞

科目

指定管理料【包括】
指定管理料【介護予防】

自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【包括】
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【介護予防】
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【生活支援】
雑入
印刷代
自動販売機手数料
その他

その他
収入合計

支出の部

科目

人件費

勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額
その他

事務費
旅費
消耗品費
会議賄い費
印刷製本費
通信費

本俸
社会保険料
手当計
健康診断費

事業費

使用料及び賃借料

備品購入費
図書購入費
施設賠償責任保険
職員等研修費
振込手数料
リース料
手数料
地域協力費
その他

協力医
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【包括】
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【介護予防】
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【生活支援】
その他

その他

管理費
光熱水費
清掃費
機械警備費
設備保全費

共益費
その他

管理許可 目的外使用許可に関わる収入
管理許可 目的外使用許可に関わる支出
管理許可 目的外使用許可に関わる収支

その他
支出合計

差引

自主事業費 収入
自主事業費 支出
自主事業 収支

修繕費
公租公課
事業所税
消費税
印紙税



令和３年４月１日～令和４年３月31日

（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

2,000 3,263 -1,263 3,000 2,657 343 24,200 23,566 634

0 2,399 -2,399 3,000 3,117 -117 30 98 -68

事業・負担金収入 0 0 0

介護予防ケアマネジメント 2,399 -2,399 3,000 3,117 -117 0

その他事業収入 0 0 30 68 -38

介護利用料収入（利用料） 0 0 0

介護利用料収入（食費） 0 0 0

その他 0 0 30 -30

2,000 5,662 -3,662 6,000 5,774 226 24,230 23,664 566

0 1,000 780 220 19,500 19,188 312

0 500 147 353 1,500 1,717 -217

0 500 103 397 1,000 257 743

0 500 0 500 1,500 1,500

2,399 -2,399 3,000 3,117 -117 0 0 0

利用者負担軽減額 0 0 0

消費税 0 0 0

介護予防プラン委託料 2,399 -2,399 3,000 3,117 -117 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

その他 0 0 0

0 2,399 -2,399 5,500 4,147 1,353 23,500 21,162 2,338

2,000 3,263 -1,263 500 1,627 -1,127 730 2,502 -1,772

※ 介護予防プランを他事業者へ委託する場合の取扱は、介護報酬を一旦全額収入に計上した後、他事業者へ委託料として支払う分を支出に計上してください。

※ 上記以外の事業を実施している場合は、事業ごとに列を追加して記載してください。

令和３年度 地域ケアプラザ収支予算書及び報告書＜介護保険事業分＞

施設名：新吉田地域ケアプラザ

収
入

科目 第1号介護予防支援 介護予防支援 居宅介護支援 通所介護 第１号通所介護

 その他

支出合計（Ｂ）

収支 （Ａ）－（Ｂ）

 介護保険収入

 その他

収入合計（Ａ）

支
出

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費








